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謹
ん
で
年
頭
の
お
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
頃
住
民
の
皆
様
か
ら
民
生

児
童
委
員
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
国 

際
的
に
は
テ
ロ
が
頻
発
し
核
廃

絶
環
境
問
題
な
ど
落
ち
着
く
と

こ
ろ
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
ま
す
。 

国
内
的
に
は
大
型
台
風
、
長
雨

な
ど
に
よ
り
太
子
町
に
も
十
月

に
避
難
指
示
が
出
ま
し
た
。

 

一
方
、
人
間
社
会
で
は
技
術

立
国
の
命
と
言
う
べ
き
品
質
保

証
の
検
査
改
ざ
ん
が
発
生
し
日

本
人
の
最
も
得
意
と
す
る
「
勤

勉
・
努
力
・
精
進
」
の
姿
勢
を
今

一
度
見
つ
め
直
す
時
に
き
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
明
る
い
話
題
も
あ

り
ま
す
。
東
京
五
輪
ま
で
千
日 

を
切
り
ま
し
た
。
世
界
が
注
目

す
る
中
で
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
国
民
も
「
健
康

で
平
和
な
国
」
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
生
児
童
委
員
は
社
会
福
祉

の
精
神
を
持
っ
て
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

日
頃
か
ら
民
生
委
員
児
童
委

員
の
活
動
と
し
て
、
住
民
の
皆

様
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

 

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
声
を
拾
い

上
げ
、
関
係
機
関
と
と
も
に
解

決
を
目
指
す
取
組
み
に
、
大
変

有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

 

今
日
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を

背
景
に
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
と
と
も
に
福
祉
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
民
生
委
員
の
皆
様
方
に

期
待
さ
れ
る
役
割
は
と
て
も
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
に
お
い
て
も
「
我
が
事
・ 

丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
中
、
見
守
り
活
動

や
要
援
護
者
支
援
等
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
地
域

福
祉
を
支
え
る
関
係
機
関
の
よ

り
一
層
の
連
携
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。 

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

と
生
き
が
い
、
地
域
を
共
に
創

っ
て
い
く
た
め
に
皆
様
方
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

                           

 

太子町民生委員児童委員協議会      
会 長  伊 庭 純 夫       編 集 太子町民児協広報部会 

事務局 太子町役場健康福祉部福祉課 
℡：0721-98-5519  

二上山を背にした 
叡福寺の遠景 

主な内容 
  
・新年のご挨拶       P1 

・特集 地域からの 

支え合いづくり   P2・3 

・管外研修報告 など   P4 

新
年
の ご

挨
拶 浅野町長 

伊庭会長 

★★お知らせ★★

月 やわらぎ 松の木 1月 10日（水） 25日（木）

1月 10日（水） 9日（火） 2月 9日（金） 26日（月）

2月 14日（水） 13日（火） 3月 9日（金） 26日（月）

3月 14日（水） 13日（火）

こんぺいとう広場

役場福祉課相談室

午後１時30分～午後３時

心配ごと相談

保育園の園庭開放

受付時間：午前９時45分～午前10時
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従来より、地域の「高齢者交流サロン」

的役割は、「元気ぐんぐん体操・いきい

きサロン」が担ってきました。 

ぐんぐん体操は、この 10 年間で 25 ヵ

所に増加。血圧測定、体操、ゲーム等で

楽しみ、老化、ひきこもり、認知症の防

止を目指しています。いきいきサロンも

同様の趣旨で、平成 28 年度には、延 207

カ所で開かれ、3512 人が参加されまし

た。 

隣近所の気心の知れた仲間が集まる場

として、もっと活用していいかと思いま

す。 

 

 交流サロン「きたじりさんち」は、自治型福祉ＮＰＯを

標榜する「磯長台の福祉を考えるつどい」が地域活動の拠

点として、町の補助金を導入して設置したものです。 

困った時に「助けて」と言えるご近所づくりを目指して、

毎日の安否確認からコーヒータイムや移送サービスな

ど、誰もが暮らしやすい磯長台づくりに「つどい」結成以

来 13 年間取り組んできた一つの到達点が「きたじりさん

ち」と言えます。 

活動拠点ができたことでこれ 

からは住民が希望する様々な活 

動や事業が自由に展開でき、住 

民自治の力が一層育っていくこ 

とが私たちの願いです。 

特集 地域からの支え合いづくりについて 
高齢者交流サロン「きたじりさんち」 03 02 ぐんぐん体操 

・いきいきサロンの活用 

 新しい介護予防・日常生活支援総合事業が、平成 29 年から全面施行されました。また、地域づくりの基

盤を整える生活支援体制整備事業の実施猶予期間も残りわずかとなりました。 

 この事業のポイントは、国が定めたマニュアルに沿って実施するのではなく、住民
● ●

と行政
● ●

や地域づくり

を推進してきた社協
● ●

が協働
● ●

して
● ●

、自分たちの地域の実情に合ったモノを創りだせるところにあります。 

 全国的に地域や隣近所のお付き合いが希薄化してきているといわれています。本当に希薄化してきてい

るのでしょうか。太子町には、昔ながらの近所づきあいやつながりがまだまだあると思います。 

 2025 年の日本は、団塊の世代が 75 歳を超え、国民の 3 人に 1 人が 65 歳以上という時代を迎えます。太

子町ももれなく迎えますが、「支え合い」「助け合い」を少し意識して、太子町に住んでいて良かった！

と思える地域の支え合いを一緒に創りあげましょう。（社会福祉協議会） 

地
域
づ
く
り
か
ら
の 

支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聴
講
し
て 
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「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｅ
愛
太
子
」
（
生
活
支
援
体
制
整

備
協
議
体
）
よ
り
住
民
目
線
で
提
言
さ
れ
た
太
子

町
の
課
題
①
移
動
手
段
②
集
い
の
場
③
買
い
物
支

援
④
町
会
・
自
治
会
の
活
性
化
よ
り
、
特
に
①
②

を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11

月
26

日
万
葉

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

①
の
活
動
報
告
で
は
マ
イ
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
移
動
・
外
出
支
援
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
介

護
保
険
の
適
用
、
無
償
運
送
の
必
要
性
・
ル
ー
ル

化
等
が
報
告
さ
れ
、
3

団
体
（
寿
喜
菜
、
桜
草
ク

ラ
ブ
、
和
光
会
）
が
現
存
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取

組
み
中
で
す
。

 

②
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
は
、
寿
喜
菜
、
桜
草
ク
ラ

ブ
、
和
光
会
よ
り
活
動
の
経
緯
、
運
営
方
法
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、
い
づ
れ
も
住
民
主
体
で
立
ち
上

げ
、
支
え
合
い
地
域
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

 

各
団
体
の
活
動
を
聴
講
し
、
住
民
主
体
に
よ
る

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が
、
地
域
の
活
性
化
・

 

介
護
の
予
防
に
有
効
で
あ
る

 

と
感
じ
、
ま
た
、
一
人
ひ
と

 

り
が
地
域
や
人
に
関
わ
る
事

 

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら

 

れ
ま
し
た
。
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昨
今
、
子
ど
も
が
育
つ
環
境

に
は
様
々
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
有
無
、
保
護
者
の
経

済
力
や
能
力
、
保
護
者
の
離
婚

や
再
婚
、
保
護
者
の
忙
し
さ
、

家
庭
内
不
和
、
い
じ
め
、
虐
待
、

不
登
校
、
高
校
中
退
な
ど
。
そ

の
様
な
環
境
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
は
、
ど
こ
か
不
安
で
あ
っ
た

り
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
戸
惑
っ
た
り
、

ま
た
、
寂
し
い
思
い
を
抱
え
て

い
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
に
、
多
様
な
大
人
が
寄

り
添
い
子
ど
も
と
信
頼
関
係
を

築
き
、
子
ど
も
が
安
心
で
き
る

居
場
所
が
必
要
で
す
。 

私
た
ち

 
su

n
n

y
 

sid
e
 

 

sta
n

d
a
rd

(

通
称
サ
ニ
ス
タ)

は

2013

年
よ
り
子
ど
も
の
居
場
所 

    

   

を
太
子
町
内
で
開
設
し
て
い
る

NPO

法
人
で
す
。
居
場
所
に
は
週

1

回
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

ち
ょ
こ
っ
と
学
習
、
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
調
理

実
習
、
お
し
ゃ
べ
り
と
多
く
の

大
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
ホ
ッ
ト

で
安
心
で
き
る
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
居

場
所
を
地
域
に
作
り
、
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
育
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

            

                            

   
 

   
 
 

 
 

                     

                       
 

     

 

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り 

～
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
～ 

ホッとひといきコーナー 
    

    次の漢字に共通する点は 

何だろう？ 

 

古   凶   三  
     

    

漢字を回転させてみてください。 

04 

 ヒント 
開設日 サ ロ ン 曜 日 時 間 場 所 地 区 活 動 内 容

H27.9
寿喜菜の会

「いきいきクラブ」
木 13時～15時

寿喜菜の会

事務所
春日

事務所にて、絵手紙の作成、アルミ缶風車、

折り紙等をおしゃべりしながら過ごす。

H27.9 桜草クラブ 月 12時～16時
いわき台

集会所
山田

持ち寄りで昼食をとったり、編み物、お茶

会、お菓子作りなどを実施する。

H28.6 茶工房・咲 月・火 10時～16時 自宅 山田

自宅の一部を改装して実施。食事や喫茶をし

てもらったり、手芸、おしゃべりをして過ご

す。

H29.4
ふれあいサロン

「ふたかみ」
火

13時30分～

15時30分
自宅 山田

敷地内のログハウスまたは自宅の１階でお茶

会、ちぎり絵等を実施する。庭の畑で花や作

物を育てたり、収穫、調理などを通して交流

を図る。

H29.6

磯長台の福祉を

考えるつどい

「きたじりさんち」

水

金（第1,2,5）
14時～16時

磯長台の

空き家活用
春日

お茶を飲みながら交流会をしたり、歌を歌っ

たり、ゲームや体操したりする。子ども達と

の交流や病気予防のための知識を得る機会も

取り入れる。

H29.9 布遊び工房・咲 木・金 14時～16時
向少路の

空き家活用
太子

手芸、お香、そろばん、おしゃべり、カラオ

ケ等で自由に過ごす。（カフェも併設）

H29.11
プラスワンサービス

「山田朝子庵」
火・水・金 10時～14時

永田の

空き家活用
山田

お茶やコーヒーを飲みながら、交流を深めて

もらう。ボランティアの育成と担い手づくり

に取り組む。

H29.12
プラスワンサービス

「太子さんさん」
月・水・木 10時～14時 太子集会所 太子

お茶やコーヒーを飲みながら、交流を深めて

もらう。卓球台を設置したり、碁会所として

利用する。ボランティアの育成と担い手づく

りに取り組む。

（資料：太子町高齢介護課）　

高齢者交流サロンにつどいましょう♪05
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10

月
19

日
、
岡
山

県
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン

病
の
療
養
施
設
、
長

島
愛
生
園
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

現
在
愛
生
園
に
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
も

の
は
治
っ
て
い
て
菌 

の
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ 

の
後
遺
症
の
た
め
、
手
、
足
、
目 

な
ど
の
障
が
い
が
あ
る
人
が
約 

200

名
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て 

い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

好
天
に
恵
ま
れ
た 

11

月
12

日
、
和
み
の 

広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

男
性
委
員
は
、
昔 

な
が
ら
の
遊
び
、
竹 

馬
・
竹
ぽ
っ
こ
り
・
け

ん
玉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
け

ん
玉
で
は
、
連
続
500

回
以
上
で

き
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
竹

馬
や
竹
ぽ
っ
こ
り
も
「
楽
し
い
」

と
笑
顔
の
子
「
な
か
な
か
乗
れ

な
い
」
と
真
剣
な
顔
の
子
も
い

ま
し
た
。
女
性
委
員
は
、
色
々 

歴
史
館
を
見
学
し
た
後
、
施

設
長
の
案
内
で
当
時
の
収
容
所
、

監
房
、
寮
な
ど
を
巡
回
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
が

伝
染
す
る
と
い
う
誤
っ
た
認
識

か
ら
、
偏
見
、
差
別
の
中
で
の

戦
い
の
歴
史
を
目
の
あ
た
り
に

し
ま
し
た
。
今
回
ハ
ン
セ
ン
病

に
対
す
る
正
し
い
認
識
が
よ
り

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
過
去
の

不
幸
な
こ
と
が
今
後
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
野
菜
の
形
を
布
の
巾
着
に
染

め
る
ス
テ
ン
シ
ル
バ
ッ
ク
作
り

を
し
ま
し
た
。
大
人
の
参
加
も

あ
り
賑
や
か
で
し
た
。
子
ど
も

達
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
自

分
で
作
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
な

子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ
え
た
一
日

で
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 

 

翌
日
は
倉
敷
の
大
原
美
術 

館
へ
行
き
、
互
い
の
絆
を
深 

め
る
有
意
義
な
研
修
旅
行
を 

終
了
し
ま
し
た
。 

                        

 

10

月
15

日
（
日
）
総
合
体
育

館
に
て
開
か
れ
委
員
5

名
が

参
加
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
始
ま
り
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
手
伝

い
を
す
る
内
に
、
身
も
心
も
ほ

ぐ
れ
て
き
ま
し
た
。
各
施
設
か

ら
の
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
の

笑
顔
、
そ
し
て
支
え
合
い
な
が

ら
の
プ
レ
ー
、
感
動
を
覚
え
る

大
会
に
出
席
が
で
き
、
皆
様
と

一
層
絆
の
大
切
さ
を
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

               

  

新
し
い
年
を
迎
え
、
広
報
部

員
も
新
メ
ン
バ
ー
を
結
成
し
て

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

 

 

昨
年
は
、
研
修
会
に
も
参
加

し
広
報
紙
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

 

 

編
集
会
議
は
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
部
員
間
の
絆
も
深
ま

り
、
積
極
的
な
意
見
交
流
が
で

き
て
い
ま
す
。

 

 

前
任
の
方
々
か
ら
受
け
継
い

だ
目
標
は
、
『
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
が
見
え
る
紙
面

づ
く
り
。
そ
し
て
、
皆
様
に
親

し
ま
れ
、
読
み
や
す
い
広
報
紙

の
編
集
』
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
皆
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
、
地
域

に
根
ざ
し
た
広
報
活
動
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

 

 

今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

編
集
後
記 

秋季管外研修 

岡山方面 「長島愛生園」 
ふれあい TAISHI 

和みの広場 

なかよし広場 

山田集会所 

ふれあい広場 

太子集会所 

障がい者ふれあいスポーツ大会に参加 

 夏の暑さの残る 9 月 9

日（土）10 時より開催さ

れました。 

 おでんや金魚すくい

等 10 の模擬店が出店。

屋内では『酔
よ い

登
と

虎
こ

一座
い ち ざ

』

による大道芸も披露さ

れ、つめかけた地域の老

若男女のふれあいの輪

が広がる一日となりま

した。 

 8 月 29 日（火）1 時 30

分から開催。 

1.手話で歌おう♪ 

2.昔遊びをしてみよう♪ 

3.映画をみよう♪ 

 参加した一年生の声

「べったんがすごくた

のしかった。」「ゴムと

びがめっちゃたのしか

った。」「コマ回しが難

しかった。」 

答

え

 古→叶、凶→
区
、

三
→

川

長島愛生園前にて 


